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通 告 質 問 一 覧 表 

 

                              （令和元年６月定例市議会） 

順  位 
通  告  者 項  目  及  び  要  旨 

発言 受付 

１ ９ 
  4 番 

 森 上 昌 生 

１ 動物愛護について 

 (1) 市の動物愛護の基本方針を問う 

(2) 近年、ハクビシンやアナグマなどによる農作物以外の被

害も報告されているが、どのような対策を取っているのか 

 (3) 現在、行政では不要子猫の引き取りを行っていないが、

不要子猫の数が減少しているわけではない。このことにど

のように取り組んでいるのか 

 (4) 現在、野良猫による被害報告が環境課に報告されている

が、市はこの野良猫に対する対策にどのように取り組んで

いるのか 

 (5) 環境省が示す動物の愛護及び管理に関する施策を総合的

に推進するための基本的な指針にもあるが、高梁市の動物

愛護団体から市主導による地域猫対策が要望されている

が、市はなぜ積極的に取り組まないのか 

 (6) 備中町西山地区に特定非営利活動法人ピースウィンズ・

ジャパン傘下のピースワンコ・ジャパンと地元団体との共

同事業で飼い主のいない犬などを飼育する施設がつくられ

ているが、広島県神石郡神石高原町のピースワンコ・ジャ

パン本部では現在さまざまな問題が報告されている。今後

備中町の施設においても問題が発生するおそれはないの

か、市は施設の状況を把握しているのか 

２ 高梁市の観光戦略について 

 (1) 高梁市の観光戦略を問う 

 (2) 現状の市の観光施策は、市内の観光産業に積極的経済効

果をもたらしていない印象を受けるが、実態はどうなって

いるのか 

 (3) 近年、市街地でも歴史的建造物が急速に失われつつある

が、こうしたものの保存や利活用に市も積極的にかかわる

べきではないか 

 (4) 新しい観光資源の発掘は行われているのか 

２ ６ 
2 番 

 森   和 之 

１ ダムの事前放流について 

 (1) 先日、新聞報道で新成羽川ダムでも事前放流を行う方針

が明らかになった。以前から事前放流を実施していた県管

理のダムとの連携や、市の関与はどのようになるのか 
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順  位 
通  告  者 項  目  及  び  要  旨 

発言 受付 

２ ２ 
2 番 

 森   和 之 

２ 災害時における市職員の対応について 

 (1) 昨年の豪雨災害時において市外に居住する職員は、災害

対策本部の設置された本庁舎等に速やかに登庁できたのか 

 (2) 災害に迅速に対応するためにも、市職員は市内居住者が

望ましいと考えるがどうか 

３ 国際交流員の活動について 

 (1) 国際交流員の主な業務は何か 

 (2) 国際交流員を活用して、観光インバウンド戦略に取り組

むべきではないか 

４ 備中松山城における救急搬送について 

 (1) 備中松山城登城者の救急搬送（平成 28 年度～平成 29 年

度）の現状は 

(2) 大松山など山中では目標物が少なく、要救助者が自分の

位置を伝えるのが難しいケースが起きるのではないかと考

える。わかりやすい標識や目印を設置すべきではないか 

５ ご当地マンホールについて 

 (1) 先般、山陽新聞社で岡山・福山ご当地マンホールの特集

がされていた。高梁市も題材は豊富にあり、観光の観点か

ら取り組むべきではないか 

６ ヒルクライムチャレンジシリーズ高梁吹屋ふるさと村大会

について 

 (1) 復興への強い意志を示すため、また全国に高梁市を発信

していくために、今回の大会に参加する市職員はボランテ

ィアが望ましいのではないか 

３ ８ 
7 番 

石 田 芳 生 

１ 防災・減災について 

(1) 本年６月中旬より、大雨が予想される場合には新成羽川

ダムは事前放流するということが報道された。県管理のダ

ムは従前より事前放流をしていたとのことである。今後の

事前放流の基準、意思決定方法を市は把握しているのか 

(2) ダム操作に関する情報を住民の避難行動につなげるため

には、市としてどのように対応するのか 

(3) 事前放流することが防災、減災にどう結びつくのか 

(4) 大雨の予想が外れる場合もあることや、事前放流により

浸水が発生する場合もあること、事前放流をしてもなお対

応できない場合もあること等を家庭や地域が災害時の行動

計画（タイムライン）に織り込むことができるよう、情報

発信するべきではないか 
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順  位 
通  告  者 項  目  及  び  要  旨 

発言 受付 

３ ８ 
7 番 

石 田 芳 生 

(5) 岡山県が土砂災害警戒区域の見直しを行うことにより、

新たに特別警戒区域に指定される地域があると聞いている

が、既に住宅や公共施設がある場合、市としてどのように

対応するのか 

(6) 本市には市街地から離れた地域にも木造建造物の文化財

や観光名所が多く存在するが、防火や防災についてどのよ

うに対応しているのか 

２ 児童虐待に関する子どもや保護者の支援体制について 

(1) 児童虐待に関する痛ましい事件の報道がなされており、

近年児童相談所への相談件数も増加してきているが、高梁

市内の児童虐待に関わるような相談件数、解決した事案又

は継続して対応していかなければならない事案はどの程度

あるのか 

(2) 市はどのような体制で対応しているのか 

(3) 児童相談所との連携はどのように行っているのか 

(4) 児童が転居の時、転居先の自治体とどのように情報交換

を行っているのか 

(5) 家庭に対してどのような支援をしているのか 

(6) 子どもの意見を尊重するためにどのような対応をしてい

るか 

４ 10 
1 番 

 伊 藤 泰 樹 

１ 高梁市復興計画について 

 (1) 地域課題解決策について 

① 高梁市復興計画の地域版を作成するべきではないか 

② 高梁市復興計画のＰＤＣＡサイクルについて 

  ③ 実施計画に上がっている玉川排水区整備事業と玉川地

域市民センター移転整備事業の事業内容と、その進め方

について 

 (2) 災害に強い安全・安心なまちづくりの推進について 

  ① 防災ラジオの電波が届きにくい地域と、その対策につ

いて 

  ② ダムの放流サイレンを防災ラジオに連動できないか 

  ③ 県、市、ダム管理者が連携して、防災に必要な情報が

一覧できる仕組みをつくってはどうか。また、水位情報

が一覧できるおかやま防災ポータルへ、新成羽川ダム情

報を表示してはどうかと思うが、市の考えを問う 

④ 設置が計画されている河川監視カメラは、おかやま防

災ポータルの水位計設置箇所と同一箇所に設置すべきで

はないか 
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順  位 
通  告  者 項  目  及  び  要  旨 

発言 受付 

４ 10 
1 番 

 伊 藤 泰 樹 

⑤ 自主防災組織の活動支援や促進も大切だが、組織の立

ち上げに関するサポートが重要と感じる。組織立ち上げ

時にどういうサポートを考えているのか 

２ 地域を探求する地域学の推進について 

 (1) 高梁高校で取り組まれている方谷学の考え方を、小・中

学校に取り入れることについて 

① 地域学をどう認識し、郷土愛を育む学校教育をどのよ

うに推進していくのか 

  ② 郷土愛を育むため、方谷学のような郷土研究の学習を、

小・中学校に取り入れるべきではないか 

 (2) 小・中学校の調べる学習を夏休み中の課題の選択肢に加

える等、必須課題の見直しが必要ではと考えるが、その認

識について問う 

３ 高梁市医療計画について 

 (1) 市民への広報活動について 

  ① 医療計画の市民向けリーフレットの作成状況を問う 

  ② 広報たかはしの医療に関する情報の充実は図れないか 

  ③ 中・高校生の医療に対する関心を高めるための企画は

できないか 

 (2) 高梁市医療計画のさらなる推進に向けて、継続的にかか

わる職員体制となっているのか 

５ ７ 
 16 番 

川 上 博 司 

１ 障害者雇用について 

(1) 障害者の一般就労の現状はどうなっているのか 

(2) 障害者地域活動作業所、就労継続支援Ａ型作業所、就労継

続支援Ｂ型作業所への就労支援策はどのようにしているのか 

(3) 障害者就労支援策は福祉課だけの問題ではない。課を超え

て行政全体で考えていくべきではないか 

２ 交通安全対策について 

(1) 保育園、幼稚園、こども園の園外活動に関する安全点検を

実施すべきではないか 

(2) 信号、交差点の安全点検を行い、車の右左折による事故を

防ぐための対策を講じるべきではないか 

(3) 落合町阿部地内の国道313号沿いの自転車通学路の安全対

策はどのようにしていくのか 

３ ひきこもり対策について 

(1) 市内のひきこもりの現況は把握しているのか 

(2) 8050 問題について、どのような認識をされているのか 
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順  位 
通  告  者 項  目  及  び  要  旨 

発言 受付 

６ ６ 
  8 番 

石 部   誠 

１ 市の防災および復興計画とまちづくりのあり方について 

(1) 昨年７月豪雨災害における中国電力管理及び県管理のダ

ムの事前放流について、市長の見解を問う 

(2) 中国電力と高梁川流域自治体との話し合いの中で市長は

何を求めたか。また今回の事前放流を行うとした中国電力

の報告をどのように市長は受けとめたのか 

(3) 市は豪雨災害の説明会を市内各地域で行っているが、市

長は市民の声をどのように受けとめたのか。また、今後の

説明会の開催をどのように考えているのか 

(4) 市民から出された意見をどのように復旧復興に生かした

のか 

(5) 市の復興計画と立地適正化計画に整合性を持たせる必要

があると考えるがいかがか 

(6) 事実の解明と検証の中で防災計画や復興計画はつくるべ

きだと考える。市民参加で随時改善させていくことが必要

ではないか 

２ 国保税について 

 (1) 国保税の市民負担の現状と今後の見通しについて 

(2) 国保税の市民負担の軽減を求める 

７ ３ 
  3 番 

平 松 賢 司 

１ 高梁市東部地域への消防署分駐所の設置について 

 (1) 安心・安全なまちづくりのため、東部地域への分駐所設

置を求める 

２ 河川監視カメラの設置と運用について 

 (1) 具体的な設置箇所は決まっているのか 

 (2) 防災・減災の観点から、河川監視カメラをさらに増設す

る予定はないのか 

 (3) 具体的な管理、監視体制について 

  ① カメラ機器の管理、監視はどこの部署で行うのか 

  ② 監視カメラの情報をどのように市民へ公開し、防災施

策や市民の避難に役立てていくのか 

８ ５ 
 14 番 

川 上 修 一 

１ 県道新見川上線について 

 (1) 昭和 47 年災害において甚大な被害があり、その対策とし

て危険箇所の改良を旧備中町時代にしていたが、合併以後

とまってしまったのはなぜか 

 (2) 布瀬地区（農協選果場付近）の災害の今後の対応を問う 

(3) 通行止めの遮断機について今まで質問してきたが、今後

市の立場としてどのように対応していくのか 
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順  位 
通  告  者 項  目  及  び  要  旨 

発言 受付 

８ ５ 
14 番 

川 上 修 一 

２ 福祉の村づくり事業について 

 (1) 福祉の村づくりでいろいろ事業を行っているが、特に敬

老会等の事業が実施できない状況にある。継続して事業が

できるようにならないのか 

３ 町内会支援事業について 

 (1) 事業ができる町内会とできない町内会に格差がありすぎ

ることについて、市としてどのように考えているのか 

 (2) やろうとしてもできない町内会に対し、いかにして行政

責任を果たしていくのか 

４ 平成 30 年豪雨災害について 

 (1) 昨年の豪雨災害において、災害認定に漏れがあると聞い

ている。先の答弁で見落としがあった箇所に対しては猶予

期間があるのとの答弁があったが、いつまで認められるの

か。また、どのように対応されるのか 

９ １ 
  5 番 

三 村 靖 行 

１ ため池の管理について 

 (1) 市内に農業用ため池は何カ所あるのか。そのうち使用し

ていないため池の数を把握しているのか 

 (2) 通常の安全管理をどのように指導しているのか 

 (3) 近年、耕作放棄地がふえているが、ため池の必要性をど

のように認識しているのか。また、利用されていないため

池の管理をどのように指導しているのか 

 (4) ゲリラ豪雨の対策をどのように考えているのか 

 (5) 今後の改修計画をどのように立てているのか 

２ 通学路の安全対策について 

 (1) 小・中学校通学路の安全対策を問う 

 (2) 通学路に危険箇所があるとすれば把握しているのか。ま

た、その対応をどのように考えているのか 

 (3) 安全な通学をするためのマニュアルはあるのか 

 (4) 一般車両の通行が多いとされる学校付近には、防犯カメ

ラを設置して安全対策を図るべきではないか 

３ 高梁総合文化会館の使用料について 

 (1) 童謡まつり参加団体の総合文化会館での事前練習が今年

度から有料になったと聞く。その経緯と理由を問う 

10 ４ 
11 番 

宮 田 好 夫 

１ 防災・減災について 

(1) 高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会における検討

状況について 
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順  位 
通  告  者 項  目  及  び  要  旨 

発言 受付 

10 ４ 
11 番 

宮 田 好 夫 

① 協議の目的と構成団体（機関）はどうなっているのか 

② どのような内容が協議されているのか 

③ ダムの事前放流とはどのように行うのか 

④ 事前放流により、浸水予想箇所はどのように改善され

るのか 

⑤ 協議内容は今後、市の防災・減災にどのように生かさ

れるのか 

 (2) 高梁川水系中上流ブロック河川整備計画について 

  ① 計画を見直すというが、検討状況を市はどのように把

握しているのか 

 (3) 河川のしゅんせつについて 

① 工事が始まったが、しゅんせつされる場所はどこか 

 (4) 小規模災害の復旧について 

① 農地関係の修繕にも原材料支給ができないか 

(5) 災害時の伝達手段について 

  ① 防災ラジオの地域別普及率はどうか 

  ② 防災ラジオ貸付申請終了後は、全て有償にするのか 

③ 携帯電話の電波が届かないので安否確認ができないと

の声を聞いた。市として電気通信事業者に働きがけはで

きないか 

２ 旧「ゆ・ら・ら」施設について 

 (1) 売却に向けて準備がされていると思うが、どのような状

況なのか 

 


